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はしがき
小頭症は重症心身障害児や重度の精神運動発達遅延を示す患、児に高率に認め
られ、その基礎疾患には遺伝子異常に起因する奇形症候群や染色体異常症、ま
た、胎児性アルコール症候群や先天性風疹症候群のような胎内環境の異常など
多様なものが含まれる。小頭症のうち、皮質の構築異常や脳奇形をともなわな
い一次性の小頭症 (microcephal y vera)にはいくつかの遺伝子異常が明らかに
され、神経細胞の分化・増殖障害を中心とした検索がなされている。一方、小
頭症の多くは滑脳症、厚脳回症、多小脳回症、異所性灰白質といった皮質形成
異常を有している。この事実は小頭症の発生には神経細胞の移動障害が大きく
関与していることを推測させるが、その発生病理学的基盤は現在までのところ
ほとんど明らかにされていない。近年、実験動物を用いた比較発生病理学の発
展により、種々の方法により実験的小頭症を作成することが可能になってきて
いる。
本報告書は平成17・18年度の2年間にわたって、Ara-C(cytosine arabinoside) 
による実験的小頭症について、小頭症の発生過程における神経細胞移動障害の
役割に関する研究成果をまとめたものである。 2年間にわたり科学研究費補助金
を与えられたことに対して深く謝意を表するとともに、若干の成果を得ること
ができたのでここに報告する。
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